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第 25回図書館総合展「図書館とゲーム部」部企画 

図書館 LARP「BOOK WORLD」 

  

近年、全国の図書館において、ゲーム関連イベントが開催されるようになっています。2019年 11月には、図書

館流通センター（TRC）がボードゲームの取り扱いを開始し、日本各地の図書館で、広くボードゲームを中心とし

たゲームイベントの開催が行われるようになりました。一方、図書館資料の積極的な活用へと結びつくようなゲー

ム活用に向けた動きは、まだ始まったばかりです。大学図書館を中心に、謎解き型の図書館探索ゲームは行われ

てきているものの、図書館ガイダンスの代替に終始しているものも多く、参加者をよりアクティブな学びへと導く手

立ての開拓が望まれます。 

そこで本イベントでは、参加者がよりアクティブにゲームに参加し、ゲームを通じて参加者が図書館資料そのも

のの魅力を発見したり、さらに、情報を整理・統合、発信したりするような活動に従事するようなゲームを紹介します。

また、これを実際に体験する場を設けることで、今後の図書館におけるゲーム活用の新たな可能性を考える機会

を提供します。 

具体的には、図書館を舞台に、その館内資料を活用することによってゲームが進行していく、ライブアクション・ロ

ールプレイング（Live Action Role-playing。以下、LARP）、「BOOK WORLD」（※）のプレイ体験会を実施し

ます。 

（※）【図書館 LARP「BOOK WORLD」】 

図書館 LARP「BOOK WORLD」(http://library.closs-larp.com）は、日本における LARPの普及に努めてき

た体験型 LARP 普及団体によって開発された、教育 LARP(EDU-LARP。教育・学習的なねらいをもってデザインさ

れた LARP)です。 

隕石が衝突し生物がほぼ滅亡したのち、１億年後に現れつつある文明を生きる登場人物たちが、自分たちの文明

を襲う危機を救うべく、時を過去へと遡る魔法によって１億年以上前に開拓された人類の知識の集積庫である図書

館を探索する――そんな設定で、このゲームは始まります。プレイヤーたちのミッションは、限られた時間のなかで、可能

な限り、かつてあったはずの人類の知識の断片を集め、それらを統合し、国家文明の危機を救うための知を生み出す

ことです。詳細は「『ＢOOK WORLD』世界のお話」（http://library.closs-larp.com/?page_id=61）をご覧く

ださい。 

 

【企画概要】 

1. 企画名：図書館学習のための教育 LARP活用～図書館 LARP「BOOK WORLD」体験会（仮称） 

2．開催候補日：2023年 10月 28日(土)、１０月２９日(日) 

3．所要時間：約 5時間 

タイムスケジュール 

1.「BOOK WORLD」概要説明（15分） 

2. 物語世界(「魔法王国サクラード」)へのエントリー(物語世界に入る・登場人物として世界を見る・感じる)(30-45分) 

3. 「古書研究隊長」によるミッションの説明(１５分) 

4. 「１億年前の世界(＝西暦 2023年・日本)」の「古書」集積庫(=図書館)の探索(90分) 

5. 「魔法王国サクラード」での探索結果報告会(60-90分) 

6． ディブリーフィング(感想の共有）６０分） 

http://library.closs-larp.com/
http://library.closs-larp.com/?page_id=61
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4．参加者数：プレイヤー：2-10名（※実施館の規模によって調整。観覧者の人数制限も同様に調整の上設定） 

 

【実施館にお願いしたいこと】 

１．会場提供： 

① 図書館（タイムスケジュール４で使用。通常の開館時と同様に業務を進めていただければけっこうです） 

② 図書館内における談話可能なスペース（談話スペース、ラウンジ、セミナー室、エントランスホール等）（※） 

③ 会議室スペース（タイムスケジュール 1-３、5-6 で使用。ご提供いただけるスペースの広さによって参加者数

を設定します。） 

※ 談話可能なスペースの準備が難しい場合は、スケジュール調整によって対応も可能です。ご相談ください。 

２．資料閲覧： 

・ タイムスケジュール４において、書架を探索しながら、その場で、所蔵資料を閲覧します 

※ 資料についてはその場でメモを取るなどして記録します。原則として書架および閲覧スペースの外へ持ち出す

ことはありません。 

・ （可能であれば）レファレンス利用についてご許可いただければ幸いです。 

※ レファレンス対応が難しい場合には、レファレンスを利用しないかたちで進行することも可能ですので、対応の

可否をお知らせください。 

・ 閉架書庫に所蔵されている資料など、扱いに特別な手続き、配慮が必要な資料がございましたら、事前に資料

利用の可否、および、利用可能な場合に必要な対応についてお知らせください。 


